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ら.

.

.

.

.

.

a

=
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得
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〔
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=
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+
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H
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{
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+
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+
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あ
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+
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+
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c
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。
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+
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+
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置
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.
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。
 

そ
こ
で
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.
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簡
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な
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。
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紐
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じ
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:
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^
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一

次

の

同

次

方

程
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は

そ

の

行

列

式

が
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で

ぁ

る

時

に

の

み

零
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外

の

解
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N

l

)

o

(1
1
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.の
最
大
狼
は
最
初
の
主
成
分
：に
結
び
っ
い
て
お
り
標
準
化
さ
れ
た
變
數 

.

.の
分
散
の
大
部
分
を
說
明
す
る
。.
⑶
を
i

式
と
し
て
最
初
の
、

H
1

成
分
の 

係
擻
を
訃
算
で
き
る
。
同
樣
に
し
て
第
一
H

主
成
分
を
考
え
ん
を
計
藤
す 

れ
ば
最
初
：の
主
成
分
が
取
除
け
ら
れ
た
後
、
■標
準
化
さ
れ
た
變
數
の
分
散 

を
說
明
才
る
。

'
•

次

に

第
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の

方

法

、
'
こ

れ

は

經

濟

分

析
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よ
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有

效

で

あ
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と
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わ
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る
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、
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先

ず

な

は

二

つ
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部

分

か
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成
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と
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え

る
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、
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^
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確
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い
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I
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.
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狄
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條
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ド
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ナ
；
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極
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、
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が
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を
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條
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。
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に
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同
樣
に
な
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式
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し
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。
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平
力
和
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極
大
に
な
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よ
ぅ
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h
を
決
记
し
よ
ぅ
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狀
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述
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、
W
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分
散
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分
散
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に
1
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M
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。
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。
 

條
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得
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櫧
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れ
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=
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參
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應
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れ
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。
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省
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蠶
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取
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得
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れ
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。
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し
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ら
れ
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割
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得
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る
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標
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總
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總
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例
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.
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そ

の

結

果

は

.
，

^

n

o

.

i
tr=

0
i
7
7

r

=

=

p

2oo
7 

ぞ
=
=
0
.
2
1
00 

そ

こ

で

才

べ
.，て

の

變

數

に

對

し

V

誤
差
の
分
散
を
極
小
に
し
、
相
關
係
數 

の
平
方
の
極
大
に
さ
れ
た
和
を
も
つ
と
こ
ろ
の
^

は

：

^
 

H
 

+

o

.

i

«

+

O

H

F
 

'

に
よ
つ
て
：17K
さ
れ
る
。)

以
上
が
：統
計
的
意
味
で
あ
る
が
次
に
そ
の
經
濟
的_ 

意
味
を
考
，え
る
0

先
ず
1̂

が
最
も
大
き
.
:1
0

從
つ
て
办
の
係
敷
が
最
も
大 

.
き
'
い

と
い
う
こ
と
.
は
'^
の
系
列
が
他
の
.
系
'^
に

對

し

て

最

も

高

い

相

關

度 

一
を
も
つ
て
ヾ
い
た
>

运
う
と
.
と
で
あ
る
。
卽
ち
鑛
業
が
他
め
も
の
に
.最
も
大 

き
な
相
關
を
も
つ
て
い
た
と
一K

う
こ
と
で
あ
り
生
產
指
數
金
辕
の
■動
き
を 

見
る
時
最
も
代
表
性
を
も
.つ
.
.て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
.か
し
こ
れ
は
そ

へ

九



' 

六

匕

(
；

七
0〕

あ
ろ
ぅ
。
こ
れ
に
よ
つ
て
こ
の
期
間
に
於
て
は
鑛
エ
潫
部
|,
1]

と
農
榮
部
^
 

と
は
'あ
ま
り
關
係
が
な
い
..經
濟
を
想
像
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
單
に
指
數

,

:i

ー⑴
學
脅
嫌
誌

-

第
四
十
-
七

卷

第

二

號
,•
.

■

の
ま
ま
經
濟
的
重
要
性
を
も
つ
て
い
る
と
云
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
意 

味
で
は
從
來
の
指
數
の
カ
が
す
ぐ
れ
て
い
名
と
い
次
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の 

點

で

、
王

成

分

分

析

の

原

理

が

異

質

的

；な

集

り

.の
間
に
適
用
さ
れ
て
、>'
れ
ほ
' 

ど
の
經
濟
的
意
味
を
持
ち
う
る
か
は
疑
陳
で
あ
る
。
同
種
類
の
も
の
の
間 

で
な
ら
ば
そ
办
代
表
性
と
霞
要
性
が
ー
致
す
る
可
能
性
が
強
い
が
ら
そ
0

、
 

働
き
の
傾
向
を
部
る
上
に
有
效
で
あ
る
：と
考
え
ら
れ
る
。
次
にT

i
n
t
n
e
r

 

の
針
錄
し
た
ア
メ
リ
'力
の
.も
の
と
比
べ
て
見
よ
う
。

T
i
n
t
n
e
r

の
分
折
. 

は
1
.九
ー
九
年—

1
.九
三
九
年
迄
.
の
も
の
：で
日
本
0;

九

三

〇

年

丨

ー

九
' 

三
九
年
迄
.0

も
の
と
は
ー
概
に
比
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
彼
の
っ
く 

:

っ
た
指
數
.は
'

と
な
っ
.
.て
い
る
。
«1

為
办
A

は
日
本
の
場
合
と
同
樣
の
意
味
を
も
っ
て
い■ 

る
°

卽
ち
こ
の
指
败
で
鑛
業
が
最
も
大
き
な
ヴ
エ
ィ
ト
を
持
っ
て
い
る
。
 

こ
れ
は
單
に
俏
然
の
一
致
で
あ
る
か
、
或
は
鑛
業
.と
い
う
も
，の
が
生
產
の 

發
展
の
中
で
中
間
的
性
格
を
持
っ
て
い
る
た
め
に
.最
も
大
き
な
代
表
性
を 

.
も
っ
て
い
る
の
か
判
然
と
は
わ
か
ら
な
い
が
興
味
あ
る
一
致
と
.
い
え
る
で
’ 

あ
ろ
う
0

し
か
し
以
下
の
順
序
は
違
う
。
ア
メ
リ
ヵ
は
ぬ
勿
ぬ
幻
の
順
、
 

日
本
は
03

灼
02

A

の
順
で
あ
る
。
こ
.
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
ば
ア
メ
リ
力
の
. 

場
合
は
四
っ
の
係
數
が
.
あ
ま
り
違
わ
な
い
。
卽
ち
部
門
分
割
が
で
き
に
く 

:
い
と
云
う
こ
と
で
：あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
日
本
の
場
合
、
は
じ
め
の
相
關 

係
數
の
計
算
か
ら
豫
想
さ
れ
る
如
く
鑛
エ
業
と
農
業
.で
は
相
當
，に
係
數
の 

値
が
違
う
。
こ
れ
は
最
初
の
主
成
分
は
鎖
エ
業
の
分
散
の
大
部
分
を
說
明 

し
、
第
—
一
 

の
主
成
分
は
農
業
部
門
の
分
散
を
說
明
す
る
と
い
.つ
て
よ
い
で

の
-1
/

き
、た
け
を
見
て
も
;̂

え
る
こ
と
で
は
あ
る
が
主
成
分
分
析
も
又
よ
く 

こ
'
の
こ
と
を
.
示
し
て
い
る
.
と
い
う
こ

と

で

あ

る

。
.次

に

農

業

生

產

指

數

を 

.

除

い

て

他

の

J

一一
 

つ

の

も

の

，で
:;
%

5

ー
度
指
數
を
っ
く
っ
て
見
る
。
相
關
行 

.

列
は
次
の
如
く
な
る
:
• 
°
,

:

:

«

1

.

:

.
“
2

:

«

«

.

.

.

ギ
 

|

 

1

_

 

0

.

1
 

0
.
9
9
4

 

ノ 

念 

0
.
9831

.
0
0
0

 

0
8-
-

5
 

•

’
a
v

 

厂

1
:
9
9
4

 

§
9
5

 

1
.
0
0
0

 

/

.
 

.

.

.

.

. 

....- 

.
 

.

こ
れ
よ
り
同
機
な
方
法
で
指
數
を
っ
く
れ
ば 

’

1
0
.
3
2
3
^

十
P

S

2

F
 

+

§
2
7
%

と
な
る
。
相
關
行
列
か
ら
わ
.か
る
如
く
今
の
係
數
は
A

の
係
數
よ
り
大
き 

く
な
る
は
ず
で
あ
る
が
.そ
の
窣
は
殆
ん
ど
な
い
の
で
小
數
第
三
位
ぐ
ら
い 

で
は
差
は
な
い
と
考
え
る
。
又
相
關
行
列
か
ら
豫
想
さ
れ
る
如
く
#
ゥ
エ 

ィ

卜

は

殆

ん

ど

等

し

い

。
.今

こ
れ
と
前

に

述

べfcG
H
 O

^
H

業
綜
合
指 

數
と
の
相
關
を
調
べ
て
み
よ
う
。
こ
の
相
關
が
高
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
は 

じ
め
か
ら
豫
想
の
っ
く
所
で
あ
る
。
何
故
な
ら
相
關
は
對
應
關
係
が
問
題 

と
な
る
の
で
あ
る
か
ち
す
べ
て
の
も
の
が
同
じ
方
向
に
動
：い
て
い
る
時
、
 

例
え
.ゥ

H
ィ
ト
が
ど
う
變
ろ
う
之
も
相
關
が
高
く
な
る
こ
と
は
當
然
だ
か 

ら
で
あ
る
。
じ
か
し
係
數
を
調
べ
る
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
か 

ら

、

も

：と

の

資

料

を

.標

準

形

に

直

す

と

么3 ズ2 昭和

-1 .007 -1 .293 —0.906 5

-1.189 —1.246 -1 .228 6

-1.016 -1 .052 -1.2X6 7

-0.747 —0.623 —0.705 8

-0.391 ，0.068 -0.3X7 9

—0.033 +0.094 -0 .051 10

+0.285 +  0.808 +  0.500 11

+0.974 +1.356 +  0.911 12

+1.367 十1.272 十1,341 18

十1.730 +1.230 +1.668 14

.
V

〕

れ
ょ
り
？

s

は
.
'

昭
和 

6
 

6
 

7
 

8
 

910
11
12
13
14
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:

.

1

18
7

06
4

67
2

25
0

00
2

30
4

.0
4

8

.2
8

9

,0
0

,

.

I

 

1 

一
，
 

一

一
 

+
 

十

•十
' 

十 

+

鑛H

業
生
產
指
數(

”

で
表
わ
し
て
お
く)

は
:

.

1

 

4

 

2

 

7

 

1

 

9

 

o

 

8
.9
. 6

;

k

 

m
 

W

 

^

'

兩

者

の

間

：の

相

關

係

數

を

計

箅

す

る

と

.;
;
'

"
0
.
9
9
3
.

.
>'

な
づ
て
非
常
に
高
1>
-

相
關
が
亲
さ
れ
る
。〖 T

i
n
t
n
e
r
,

は
卸
賣
®

指
：
 

數
.で
、
農
產
篇
格
と
食
料
價
将
と
そ
の
：他
の
も
の
の
_價
格
と
.三
.
つ
.に
分 

け
て
指
數
を
つ
く
り
普
通
の
指
歡
と
の
相
關
を
調
べ
相
關
係
數
g

5a
'

と
、
 

計
算
.さ
れ
た
.
こ
と
.
が
ら
そ
.
の
指
數
は
償
格
め
.變
動
0

大

部

分

を

充

分

：ょ

く

.

主
成
分
分
祈
の
経
済
分
析
へ
の
胳
用

說
明
す
る
も
の
で
あ
り
殘
り
の
變
動
は
無
視
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し 

か
し
必
ず
し
も
常
に
そ
う
な
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
日
本 

の
場
合
數
値
の
小
さ
い
方
か
ら
順
位
を
つ
け
て
み
る
と
、

昭
和 

5
 

6
 

7
 

8
 

910
11
12
18
14

製

造
工
業
1

2

3

4

 

5
 

6

7

 

M
 

9
 

8
 

.

非

耐

久

財： 

• 

1

.

.

製
造
エ
- ^
3

 

1

-

2

 

4

'
 

5

/

6

 

7

 

' 

.

8
 

.. 

9

10

.

製

造

葉
.
.
2
 

1
 

3
 

4
 

8
 
6

 

7

 

0
0
.

 

>

9
10 

簧

業

.

3

-

1
 

2

.

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

o
.

.

驗
.工
業
 

2
 

1
 

3
 

4
 

6
 
6
 

7
 

8
 

9

10
.

と
な
る
。
.
前
に
述
べ
だ
如
べ
ゥ.

H

イ
ト
は
耐
久
財
、
非
耐
久
財
共
殆
ん
ど 

，等
し
く
約
四
五
‘、
：鑛
業
，一
〇
，で
あ
る
か
ら
綜
合
指
數
に
は
製
造
業
の
綜
合 

と
同
じ
順
位
が
つ
い
て
い
'る
。.
こ
れ
に
對
し
て
規
在
つ
く
ら
れ
た
指
數
の 

順
位
は
鑛
業
に
最
も
ヴ
ネ
イ
ト
が
置
れ
る
か
ら
順
位
は

 ̂

3
 

1
 

2
 

4
 

6
 

. 

-

6 

7
 

8
 

9

-.
0

と
な
つ
て
も
と
の
鑛
業
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
こ
で
鑛
工
業
が
い
つ
も
平 

行
的
に
進
む
%.

の
で
あ
る
な
;̂

ば
相
關
ば
高
く
な
る
が
違
つ
た
動
き
を
す 

，
る

場

合

に

相

關

は

低

く

な

る

で

あ

ろ

う

。

'
卽
ち
相
關
が
高
い
と
い
う
こ
と 

は

經

濟

發

展

：の
1£

常

な

形

を.示

す
--
%
.
の

で

あ

り

相

關

の

低

い

と

い

う

こ

と

、 

へ
は

I
f

均
衡
的
動
き
を
.
费
す
と
い
つ
て
よ
'
い
で
あ
ろ
う
？
次
に
こ
の
指
數
の 

拽
質
を
ニ
三
述
べ
れ
ば
、
最
も
代
表
的
、
.
或
は
冲
間
的
な
も
の
に
ゥ
ェ
イ 

ト
を
置
く
以
上
そ
の
動
者
办
變
動
性
は
當
然
小
さ
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

X

六
；一；

(
！

七



,

三E

學
畲
雜
誌
*第
四
十
七
卷
第
二
號

#
通
の
指
數
で
はT

次
の
同
.次
凾
數
、：
卽
ち
係
數
の'
 總
和
が
1
に

な

る

こ

.
，
へ 

と
が
要
水
さ
れ
る
が
こ
：の
指
數
で
は‘ノC
の
よ
う
迄
な
る
.場
合
も
あ
ろ
う
が
，

一
般
的
に
は
そ
う
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
指
數
は
普
通
の
指
數
と
は
別
.

-- 

の
原
顶
か
ら
作
ら
れ
て
お
り
摞
1

を
使
つ
て
い
る
こ
と
か
ら
.
れ.
は

期

待

) 

:

/

値
0

、
分
f

セ
_

IE

規
分
沛
を
な
し
、..
.

常
に
o

を
中
心
と
し
て
動
き
■; 

•

，
を
：示

す

の

で

普

通

の

意

味

で

の

倍

數

的

關

係

は

成

立

し

な

い

。

■

卽
ち
こ
の
、
 

指
數
は
そ
の
ま
ま
で
は
數
値
的
意
味
を
あ
ま
り
も
た
な
.
い
の
で
あ
る
。
示
..
' 

す
も
の
は
傾
昀
的
な
動
ぎ
で
あ
ヴ
そ
の
意
味
.で
ー
次
の
同
次
函
數
で
な
け
. 

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
制
限
は
こ
，の

場

合

あ

ま

り

、大

き

な

意

味

を

持

た

な 

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
主
成
分
分
析
の
德
用
は
な
を
多
く
の 

:

.
制
限
や
間
題
を
含
ん
で
い
る
。
.
例
え
ば
從
來
の
指
數
と
如
何
な
る
敷
値
的
■_ 

: 

,
對
應
關
係
を
つ
く

る

か

、
.

或
は
生
簏
に
於
け
る
i

性
の
問
®

等

が

擧

げ
. 

:

ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
同
種
類
の
物
の
傾
商
的
動
き
の
豫
测
に
使
：::
■ 

う
こ
と
は
有
效
で
あ
ろ
う
し
今
後
の
改
達
が
期
待
さ
れ
る
で
あ
'
 

, 

: 

'
う
。：.最
後
に
相
關
圖
と
兩
‘指
數
.の
動
き
を
|

1

示
し
.て
終
り
と
.
す
>
0
。

;

附
記
本
稿
は
多
く
の
方
々
：の
御
指
導
を
受
け
た
が
特
に
田
島
.一
郎
先 

生
及
び
小
尾
思1

郞
先
生
に
多
大
の
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
こ
ト
に
隊
し
'; 

•;

て
感
謝
の
意
を
表
レ
た
い
。
+ 

v

 

.

主
成
分
分
析
の
経
済
殳
矶
へ
の
応
用‘ 

六

全

a
i
l
l

)


